
災 害 復 旧 費



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円386 農 地 及 び 農 業 用 1,052,008 68,042 【農地及び農業用施設災害復旧に関する参考指標】 （平成 30 年３月 31 日現在）施 設 災 害 復 旧 費 国 57,747 区 分 箇所数 決 定 工事 費 事 務 費 事 業 費 国庫負担率(農 村 振 興 課) 越 366 件 千円 千円 千円 ％㊀ 9,929 農地 9 5,946 904 6,850 50.5 ～ 95.929 年 災前年度繰越分 前年度繰越分 （県 営）9,427 7,440 施設 6 20,308 3,086 23,394 93.7 ～ 99.3当該年度分 当該年度分 「農村振興課調べ」1,042,581 60,602翌年度へ繰越471,926386 林 道 災 害 復 旧 費 299,051 97,253 【林道災害復旧に関する参考指標】 （平成 30 年３月 31 日現在）(森 林 整 備 課) 国 95,335 区 分 箇所数 決 定 工事 費 事 務 費 事 業 費 国庫負担率越 304 件 千円 千円 千円 ％㊀ 1,614 2 8 年 災 7 131,916 4,405 136,321 93.1 ～ 98.9前年度繰越分 前年度繰越分86,863 86,863 2 9 年 災 20 230,150 10,666 240,816 74.8 ～ 98.3当該年度分 当該年度分 「森林整備課調べ」212,188 10,390 林道災害復旧事業翌年度へ繰越140,825 区 分 路 線 名 箇 所 数 復 旧 率 事 業 費 補 助 金件 ％ 千円 千円28 年 災 吉野大峯線 ほか 7 78.3 105,940 101,07529 年 災 藤井線 ほか 20 2.6 6,265 4,735386 林 地 荒 廃 防 止 施 設 68,069 18,527 【林地荒廃防止施設災害復旧に関する参考指標】 （平成 30 年３月 31 日現在）災 害 復 旧 費 国 11,405 区 分 箇所数 決 定 工事 費 事 務 費 事 業 費 国庫負担率(森 林 整 備 課) 起 7,100 件 千円 千円 千円 ％㊀ 22 2 9 年 災 2 165,290 8,264 173,554 66.7翌年度へ繰越46,946 区 分 箇 所 名 箇 所 数 復 旧 率 事 業 費 補 助 金件 ％ 千円 千円29 年 災 吉野町楢井 ほか 2 10.3 18,527 11,405「森林整備課調べ」



388 土木施設災害復旧費 6,471,362 2,144,451 【土木施設災害復旧に関する参考指標】 （平成 30 年３月 31 日現在）(砂防・災害対策課) 国 582,947 区 分 箇 所 数 決定工事費 事 務 費 事 業 費 国庫負担率越 7,612 件 千円 千円 千円 ％起 1,525,400 2 7 年 災 38 1,987,181 28,814 2,015,995 66.7㊀ 28,492前年度繰越分 前年度繰越分 2 8 年 災 43 470,634 7,059 477,693 66.7239,362 234,335当該年度分 当該年度分 2 9 年 災 328 5,815,366 87,230 5,902,596 66.76,232,000 1,910,116 「砂防・災害対策課調べ」翌年度へ繰越1,003,964 公共土木施設災害復旧事業 926,358 千円区 分 金 額 内 容過 年 災 分 千円 過年度の災害により被害を受けた公共土木施設の復旧を推進27 年 災 354,324 河川 熊 野 川 十津川村七色 ほか28 年 災 道路 国道 168 号 十津川村桑畑 ほか現年度の災害により被害を受けた公共土木施設の復旧を推進現 年 災 分 556,634 河川 室 生 川 宇陀市室生大野 ほか29 年 災 道路 国道 168 号 十津川村小原 ほか災害により被害を受けた公共土木施設の復旧を推進単 独 分 15,400 河川 熊 野 川 十津川村小栗栖 ほか道路 川津高野線 野迫川村柞原 ほか


